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　11月8日（土）に開催された「認定こども園生活発表会」でにじ組（５歳児）が「そうだったらいいのにな」
を歌っているシーンです。最後の生活発表会、一生懸命頑張りました。今月の表紙
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12 月に開催予定のイベント情報のお知らせ

お問い合わせ先：産業建設課 商工林政係　電話：5－1115　告知端末機：5－8815

＼クリスマスはトナカイ牧場で楽しもう♪／
トナカイホワイトフェスタ2025

クリスマスツリー展示のご案内
　今年も地元の山林から産出される間伐材を活用したク
リスマスツリーを、こども園の園児の皆さんが飾りつけ
してくれます。
　12月８日（月）から12月25
日（木）まで役場庁舎１Ｆロビー
に展示しますので、ぜひ、幌延
町産のクリスマスツリーを見に
来てください。

トナカイさんのお仕事紹介
　トナカイ観光牧場で暮らすトナカイさん達は、12 月
になると牧場や町内外で催されるクリスマス会やイベン
トに呼ばれるので大忙しとなります。
　雄武町、ニセコ町に出張予定です！

日時：12月 20日㈯　11時～ 15時
場所：ほろのべトナカイ観光牧場
内容：・トナカイそり運行

・スノーモービル
・ホットミルク、乳製品の無料配布
・キッチンカー出店予定

令和７年度　エネルギー関連施設見学会を開催しました！
（広報・調査等交付金事業）

　令和７年11月9日から11日にかけて、エネルギー関連施設見学会（岡山県・鳥取県）を行い、幌延町在住の25名
の方が参加しました。
　２泊3日の日程で岡山県人形峠環境技術センター、鳥取県鳥取市中電ふれあいホールの２施設を見学しました。
　日本原子力研究開発機構が事業を行う、人形峠環境技術センターでの事業概要についての説明を受け、実際にウ
ラン採鉱をしていた坑道やウラン濃縮原型プラントなどの施設を見学することができました。また、中電ふれあい
ホールでは、日本の電気に係る基礎的な説明と今後の展望についての説明を受け、改めて日本を取り巻く電気事情
を勉強することができました。
　この見学会を通じて、今後もより一層エネルギーに対する認識や関心を高めていただきたいです。

▶人形峠環境技術センター入り口前 ▶中電ふれあいホール▶人形峠ウラン見学坑道

お問い合わせ先：教育委員会 社会教育係　電話：5-1117　告知端末機：５-8817　　幌延町生涯学習センター　 電話・告知端末機：5-1321

対象者一覧
№ 地　区 氏　　名 № 地　区 氏　　名
1 １　条 Ｐ

ピ ュ ー
ＨＹＵ　Ｐ

ピ ュ ー
ＨＹＵ　Ｓ

シ ン
ＩＮ 11 元町 佐　藤　花　奏

2 ２　条 關　戸　真　生 12 佐　藤　晃　平
3 ６　条 谷　藤　　　結 13

宮園町

寺　澤　吏　珀
4

幌　延

臺　川　瑛　太 14 黒　金　杏　奈
5 梅　本　彩　愛 15 大　山　絢　華
6 佐　藤　す　ず 16 岸　　　恵　伍
7 島　田　拓　歩 17 加　藤　煌　大
8 村　上　湖　太 18

下沼
木　村　　　颯

9 Ｍ
エム

　Ａ
ア リ ル
ＲＩＬ　Ａ

ア ル デ ィ ア ン ザ
ＲＤＩＡＮＳＡＨ 19 無量谷　優　花

10 栄　町 粟　野　弘　大 20 問寒別 遠　藤　康　真

令和８年　令和８年　二十歳の集い二十歳の集い
※下記①及び②に該当し掲載許可をいただいた方のみ掲載
●日　時　令和８年１月５日（月）　午後１時３０分～
●会　場　国際交流施設　多目的ホール
●その他　本町の記念行事の対象年齢は、２０歳（学齢期）と

します。
【対象となる方】
①　平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれの方で、町

内に在住している方。
②　上記期間中に生まれ、町内中学校の卒業生で、保護者

が町内に在住している方。
③　上記期間中に生まれ、町内小中学校に在籍していたが、

転校、進学などで本人、保護者ともに町内に在住して
いない方で、本人もしくは保護者からの出席の申し出
がある方。

　※③にあてはまり、まだ出席の御連絡をいただいていな
い方は、下記お問い合わせ先にご連絡ください。
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幌延深地層研究センターについて幌延深地層研究センターについて
　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）幌延深地層研究センターは、原子力利用を
Sustainable（持続可能）、Ubiquitous（多様化）なものとするために、高レベル放射性廃棄物の地層処分
技術に関する研究開発を行っています。
１．地下施設整備の状況【図　現在：掘削完了、仕上・設備工事中※令和7年10月31日現在】
　令和7年度は、深度500ｍまでの立坑・深度500ｍ水平坑道の掘削を完了しま
した。
【立 坑 掘 削 深 度】換気立坑500ｍ（掘削完了：令和7年1月22日）
　　　　　　　　 東立坑500ｍ（掘削完了：令和6年9月5日）
　　　　　　　　 西立坑510ｍ（掘削完了：令和7年5月24日）

【水平坑道掘削長】深度140ｍ調査坑道186.1ｍ、深度250ｍ調査坑道190.6ｍ
　　　　　　　　 深度350ｍの調査坑道823.1ｍ
　　　　　　　　 深度500ｍの調査坑道208.1ｍ
　　　　　　　　（掘削完了：令和7年9月4日）

２．研究課題
　令和7年度は、地下施設にて第4期中長期計画に掲げた次の3つの課題の達
成に向けた調査研究を進めています。

（１）実際の地質環境における人工バリアの適用性確認
（２）処分概念オプションの実証
（３）地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証
３．施設見学
　ゆめ地創館
【開館時間】午前９時～午後４時
【定 休 日】毎週月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は翌水曜日）、年末年始（12/29 ～1/ 3）
【来館者数】5,907名（令和7年4月～ 10月末）

　地下施設見学会
【見学者数】566人（令和7年4月～ 10月末）
　令和7年4月～ 10月は掘削作業を行っていたため第2、4日曜日に開催しておりましたが、11月以降は
掘削工事完了に伴い毎週火・木曜日に地下施設見学会を開催しております。
　地下を体験できる貴重な機会となっていますので、ぜひご参加ください。

　地上施設見学会
　令和7年度は火・水・木曜日に実施しています。
　バーチャル地下施設見学などを体験できます。

４．ホームページ
　幌延深地層研究センターのホームページでは、地下施設や調査研究の状況を適宜掲載しています。
　是非ご覧ください。
　◇ホームページURL：https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/index.html
５．幌延深地層研究センターによる幌延町への経済効果
　幌延深地層研究センターが平成13年に開所してから毎年、地元への経済効果についてお知らせしています。
令和6年度の実績は以下のとおりです。

職員および家族の人数
機構発注 ＪＶ・共同研究機関発注

工事請負・業務委託・
物品購入・借上・その他 社宅・寮賃貸借契約 工事請負・業務委託・

物品購入・借上・その他
職　員　5１名
家　族　3３名 発注額　79百万円 発注額　57百万円 発注額　229百万円

　計　　８４名 発注額合計　365百万円
※ このほか、同センターの地元雇用、従業員などの町内消費、町税収入、電源立地地域対策交付金などが

あります。
６．幌延深地層研究計画に関する協定および条例について
　北海道、幌延町、原子力機構の三者で締結した「幌延町における深地層の研究に関する協定書（三者協定）」
と幌延町議会の議決を経て施行された「深地層の研究の推進に関する条例（町条例）」を遵守して研究を進め
ています。

施工済み

換気立杭
西立杭 東立杭

140ｍ調査杭道

250ｍ調査杭道

350ｍ調査杭道

500ｍ調査杭道

［図］

広報調査等交付金事業

地下施設イメージ
（掘削完了）
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問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
幌延深地層研究センター：電話・告知端末機：5-2022
ゆめ地創館　　　　　　：電話・告知端末機：5-2772センター QRコード ゆめ地創館QRコード

＜センター職員を紹介します！＞
●所属：総務・共生課
●氏名：児玉　樹里（こだま　じゅり）
●幌延歴：1年目
●業務内容：研究内容や成果をわかりやすく外部
へ発信する広報・渉外

●仕事の苦労、喜び：社会人１年目なので、日々
勉強です。イベント参加を通じて顔を覚えても
らい、他の場所でも声をかけていただくとセン
ター広報の一助となっていると感じます。

●幌延の印象：４月の雪に驚
きました。花が好きなので、
見たことのない花が咲く北海
道での暮らしはとても楽しい
です。

●所属：保安・建設課
●氏名：丸田　健人（まるた　けんと）
●幌延歴：2年目
●業務内容：地下坑道の工事管理、研究活動に伴
う環境整備、施設運転保守業務
●仕事の苦労、喜び：掘削工事では今まで使った
ことのないトンネル工事用語が飛び交い、慣れ
るまで大変でした。工事管理の仕事をしている
ので、事故無く工事が竣工することが喜びです。
●幌延の印象：４月でも雪が
残っておりとても驚きまし
た。今は自然が豊かでとて
もすごしやすい町だなと感
じています。

④深度 350ｍ調査坑道での本格的な試験 ⑤立坑掘削再開

⑥床面へコンクリート打設

⑦最後の掘削箇所
地下施設イメージ
（掘削完了）

換気立杭
西立杭 東立杭

140ｍ調査杭道

250ｍ調査杭道

350ｍ調査杭道

500ｍ調査杭道

　　　　幌延深地層研究センター地下施設20年の歴史
　　　　幌延深地層研究センター職員の紹介
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広報・調査等交付金事業

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」 第61回

　　　　幌延深地層研究センター地下施設20年の歴史
　　　　幌延深地層研究センター職員の紹介

　幌延深地層研究センターが地下施設の掘削を始めてから今年で20年を迎え、今年9月には深度500
ｍの坑道掘削も完了しました。現在は坑道内の整備を進めています。
　今回は地下施設の歴史を写真で振り返ります。

●地下施設の歴史
・2005.11	 地下施設建設工事着手、掘削開始（写真①）
・2006.4	 掘削土（ズリ）置場整備工事開始（写真②）
・2009.5	 深度140ｍ調査坑道貫通
・2010.6	 深度250ｍ調査坑道貫通
・2013.10	 深度350ｍ調査坑道貫通（写真③）
・2014.8	 人工バリア性能確認試験 模擬オーバーパック定置（写真④）
・2023.9	 深度500ｍに向け掘削開始（写真⑤）
・2025.9	 深度500ｍ調査坑道の掘削完了（写真⑥⑦）

「モグ太」です。
　今回は、掘削開始から 20 年を迎えた地下施設の歴史を紹介させてい
ただきます。

モグ太くん

①最初の一掘り

②トナカイ観光牧場さんの向かい

③深度 350ｍ調査坑道貫通
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ほろのべ議会だより 第140号 ほろのべ議会だより 第140号 

北緯45度のまち 第140号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

主

な

内

容

一般質問（第５回定例会）
北海道町村議会議長会議会広報研修会
西天北五町衛生施設組合議会臨時議会
第５回まちづくり常任委員会
第５回定例会
令和６年度決算審査特別委員会
第６回臨時会
議会のうごき
トナカイ観光牧場視察
原子力機構報告会
編集後記

…………………… 6～8
………… 9
………… 9

……………… 9～10
……………………………………… 10

………… 11～12
……………………………………… 12
……………………………………… 12

…………………………… 13
………………………………… 13

…………………………………………… 13

◎
鳥
獣
対
策
保
護
管
理
法

改
正
に
つ
い
て

質
問

緊
急
銃
猟
を
定
め
た
改

正
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
内
容
を

伺
い
た
い
。

町
長

令
和
７
年
９
月
に
創
設

さ
れ
た
「
緊
急
銃
猟
制
度
」
は
、

危
険
鳥
獣
が
人
々
の
生
活
圏
に

侵
入
し
生
命
や
身
体
に
危
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市

町
村
長
の
判
断
で
熟
練
し
た
猟

銃
保
有
者
が
緊
急
対
応
で
き
る

制
度
。
北
海
道
か
ら
の
支
援
や

助
言
も
受
け
ら
れ
、
住
民
の
安

全
確
保
が
最
優
先
。
本
町
で
も

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
備
え
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

質
問

幌
延
町
猟
友
会
と
関
係

機
関
を
含
め
た
研
修
や
訓
練
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
。

町
長

緊
急
銃
猟
の
安
全
で
効

果
的
な
実
施
に
必
要
不
可
欠
。

地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的

な
研
修
や
実
地
訓
練
な
ど
を
関

係
各
所
と
取
り
組
む
。

質
問

緊
急
銃
猟
で
出
動
要
請

し
た
ハ
ン
タ
ー
に
対
す
る
身
分

保
障
が
明
確
で
な
い
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

現
行
制
度
で
は
出
動
要

請
し
た
ハ
ン
タ
ー
に
対
す
る
法

的
責
任
や
身
分
保
障
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
補
完
す
る
制
度
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

質
問

猟
銃
保
有
資
格
者
の
育

成
支
援
対
策
を
伺
い
た
い
。

町
長

緊
急
銃
猟
制
度
の
円
滑

な
運
用
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

令
和
６
年
度
か
ら
狩
猟
免
許
取

得
に
係
る
経
費
の
一
部
支
援
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
や
実

地
訓
練
に
要
す
る
経
費
な
ど
、

植 村　　敦
・
鳥
獣
対
策
保
護
管
理
法
改
正
に
つ

い
て

・
生
活
環
境
の
向
上
対
策
に
つ
い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第５回定例会（9月16日）

■植村　　敦
■深澤　博幸
■佐藤　忠志
■無量谷　隆

４氏が質問

上幌延地区で捕獲されたヒグマ
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ほろのべ議会だより 第140号 ほろのべ議会だより 第140号 

◎
幌
延
町
地
図
情
報
更
新

事
業
に
つ
い
て

質
問

昨
年
度
か
ら
実
施
の
地

図
情
報
事
業
の
進
捗
状
況
と
事

業
内
容
は
。

角
山
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
平
成
12
年
度
か
ら
平
成
13
年

度
で
初
期
整
備
。
そ
の
後
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に

一
度
、
地
図
情
報
事
業
更
新
を

行
い
、
バ
イ
パ
ス
や
送
電
網
の

整
備
、
土
地
利
用
の
変
更
な
ど
、

そ
の
後
の
情
勢
を
反
映
さ
せ
る

目
的
と
し
て
３
か
年
で
情
報
更

新
。
更
新
１
年
目
は
幌
延
、
問

寒
別
市
街
の
航
空
写
真
及
び
オ

ル
ソ
画
像
作
成
、
２
年
目
は
町

内
全
域
の
地
形
図
作
成
、
３
年

目
は
幌
延
、
問
寒
別
市
街
の
航

空
写
真
撮
影
、
オ
ル
ソ
画
像
作

成
、
地
形
図
作
成
、
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
更
新
に
つ
い
て
３
か
年
で

の
実
施
を
計
画
。

　
進
捗
状
況
は
、
令
和
６
年
９

月
６
日
、
町
内
全
域
の
航
空
写

真
撮
影
、
位
置
、
面
積
、
距
離

を
正
確
に
測
量
可
能
な
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
オ
ル
ソ
画
像
の
作
業

を
予
定
ど
お
り
終
了
。
令
和
７

年
度
は
、
標
高
や
土
地
の
起
伏

に
つ
い
て
等
高
線
を
用
い
た
地

形
図
の
作
成
予
定
。
本
年
度
１

月
30
日
、
完
了
に
向
け
、
作
業

が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

質
問

農
業
委
員
会
が
幌
延
地

図
情
報
更
新
事
業
の
所
管
に
な

る
の
か
。

角
山
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
農
業
委
員
会
所
管
事
務
で
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
。

深 澤　博 幸
・
幌
延
町
地
図
情
報
更
新
事
業
に
つ

い
て

・
町
内
区
域
字
幌
延
区
域
の
変
更
に

つ
い
て

質
問

こ
の
事
業
は
い
つ
か
ら

始
ま
り
何
年
ご
と
に
更
新
す
る

の
か
。

角
山
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
更
新
時
期
は
明
確
に
定
め
て

い
な
い
が
、
そ
の
後
の
土
地
利

用
な
ど
に
係
る
情
報
変
化
を
反

映
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
28
年
度
、
前
回
更
新
か

ら
10
年
程
度
。

質
問

３
か
年
の
総
額
、
国
の

補
助
金
は
な
い
の
か
。

角
山
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
１
年
目
、
１
千
８
５
６
万
８

千
円
、
２
年
目
、
２
千
４
３
１

万
円
、
３
年
目
、
２
千
３
３
０

万
円
。
総
事
業
費
６
千
６
１
７

万
８
千
円
。
国
の
補
助
金
メ
ニ

ュ
ー
は
な
い
。

◎
町
内
区
域
字
幌
延
区
域

の
変
更
に
つ
い
て

質
問

町
内
住
所
は
昭
和
34
年

４
月
１
日
に
施
行
以
来
、
現
在

の
呼
び
名
で
経
過
。
そ
の
中
に

字
幌
延
が
点
在
し
、
分
か
り
に

く
さ
、
不
便
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
が
あ
る
。
字
名
区
域
と
町
内

会
区
域
を
ど
の
よ
う
に
区
分
さ

れ
て
い
る
の
か
。

町
長

字
名
区
域
と
町
内
会
区

域
の
明
確
な
関
連
性
は
な
く
、

多
面
的
な
支
援
制
度
を
考
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

◎
生
活
環
境
の
向
上
対
策

に
つ
い
て

質
問

生
活
環
境
向
上
政
策
の

中
で
も
特
に
熱
中
症
対
策
と
し

て
ク
ー
ラ
ー
の
個
人
購
入
と
設

置
に
対
す
る
支
援
が
で
き
な
い

か
伺
う
。

町
長

近
年
、
夏
場
の
気
温
が

上
昇
し
、
熱
中
症
対
策
が
必
要

な
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

個
人
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
支
援
を

内
部
で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

夏
の
暑
さ
を
避
け
る
た
め
、
無

料
で
利
用
可
能
な
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
指
定
も
検
討
を

進
め
た
い
。

質
問

町
職
員
の
職
場
環
境
改

善
や
災
害
時
の
避
難
場
所
に
な

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
早
急
に

役
場
庁
舎
へ
の
冷
房
設
備
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

役
場
庁
舎
は
広
さ
や
電

力
の
問
題
か
ら
全
面
的
な
改
修

と
な
り
、
高
額
な
費
用
を
要
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
今
後
は
ス
ポ
ッ
ト
的
な
冷
房

設
備
の
設
置
や
現
在
の
設
備
を

活
用
し
た
冷
却
方
法
な
ど
を
考

慮
し
、
検
討
し
た
い
。

特
定
は
で
き
な
い
。

質
問

過
去
に
書
類
、
文
書
な

ど
の
誤
配
、
返
送
の
ト
ラ
ブ
ル

は
な
か
っ
た
の
か
。

町
長

字
幌
延
が
広
域
で
あ
る

に
起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
な

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

将
来
に
向
け
て
変
更
、

改
善
す
る
考
え
は
。

町
長

個
人
の
財
産
や
戸
籍
、

住
民
登
録
な
ど
影
響
が
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
影

響
と
効
果
を
十
分
に
検
討
し
、

慎
重
に
行
う
。
こ
れ
ま
で
字
名

へ
の
意
見
は
な
く
、
今
後
も
変

更
す
る
考
え
は
な
い
が
、
町
民

の
声
が
大
き
く
な
っ
た
際
に
は

検
討
し
た
い
。

幌延市街地区の航空写真

問寒別市街地区の航空写真
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◎
パ
ン
ケ
ウ
ブ
シ
川
の
氾

濫
に
つ
い
て

質
問

パ
ン
ケ
ウ
ブ
シ
川
上
流

の
砂
の
堆
積
、
太
い
木
や
段
差
、

堰
堤
の
問
題
な
ど
、
町
の
管
理

状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
計
画

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
改
善
す

る
際
、
上
流
地
域
に
魚
道
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

町
長

栄
橋
か
ら
上
流
の
改
修

は
未
実
施
。
治
水
対
策
を
流
域

全
体
で
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

魚
道
整
備
も
検
討
材
料
と
す
る
。

質
問

塩
ビ
管
の
取
水
口
の
必

要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

塩
ビ
管
に
よ
る
取
水
は
、

か
つ
て
パ
ン
ケ
ウ
ブ
シ
川
か
ら

の
排
水
の
一
部
を
幌
延
市
街
地

へ
流
し
、
悪
臭
を
回
避
す
る
目

的
で
設
置
さ
れ
、
現
在
は
使
用

し
て
い
な
い
。

質
問

幌
延
１
号
線
の
陥
没
は

雪
が
降
る
前
に
直
る
の
か
。

町
長

幌
延
１
号
線
の
復
旧
は

今
年
度
中
完
成
を
目
途
に
早
期

着
手
を
目
指
す
。

質
問

下
沼
地
域
は
８
月
27
日

午
前
中
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に

20
㎝
ほ
ど
水
位
が
増
加
し
て
い

る
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
９
時

30
分
に
町
の
災
害
対
策
本
部
が

解
散
し
た
の
か
。

町
長

災
害
対
策
本
部
の
解
散

は
水
位
低
下
と
警
報
解
除
を
踏

ま
え
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

解
散
し
た
。
情
報
収
集
と
巡
回

は
継
続
し
た
。

質
問

町
と
し
て
被
災
者
に
お

見
舞
い
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長

被
災
者
へ
の
支
援
は
災

無 量 谷　隆
・
今
回
の
一
連
の
水
害
対
策
と
教
訓

に
つ
い
て

質
問

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
７
月

か
ら
９
月
の
期
間
限
定
で
毎
日

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
を
オ
ー
プ

ン
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長

７
月
か
ら
９
月
は
月
平

均
の
来
場
者
が
５
千
人
を
超
え

る
繁
忙
期
だ
が
、
人
手
不
足
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
検

討
し
た
い
。

質
問

休
館
日
に
来
場
し
た
観

光
客
が
休
憩
や
ト
イ
レ
使
用
が

で
き
な
い
。
特
に
暑
い
日
は
ひ

さ
し
を
付
け
た
休
憩
施
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長

休
館
日
の
ト
イ
レ
使
用

や
来
場
者
の
快
適
性
や
安
全
性

を
確
保
す
る
う
え
で
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
強
風
対
策
な

ど
安
全
面
に
配
慮
し
た
う
え
で

検
討
し
た
い
。

◎
防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

欠
員
と
な
っ
て
い
る
防

災
専
門
員
の
採
用
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

町
長

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
資

格
を
持
っ
た
人
材
を
登
用
す
べ

く
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
る
。

質
問

町
内
会
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
状
況
は
。

町
長

町
内
全
世
帯
の
７
割
程

度
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
設
立

か
ら
年
数
経
過
し
、
動
き
が
停

滞
し
て
い
る
組
織
も
あ
る
。
今

後
防
災
研
修
や
訓
練
の
機
会
を

設
け
、
防
災
知
識
の
普
及
、
啓

発
に
努
め
た
い
。

質
問

今
回
の
大
雨
で
住
宅
の

浸
水
被
害
を
受
け
た
地
区
の
今

後
の
防
災
対
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長

今
回
の
大
雨
で
雨
量
や

降
水
時
間
に
よ
っ
て
、
ど
の
辺

り
が
越
水
す
る
か
分
か
っ
た
の

で
、
配
水
ポ
ン
プ
車
の
出
動
な

ど
対
応
し
た
い
。

◎
ほ
ろ
の
べ
ト
ナ
カ
イ
観

光
牧
場
の
管
理
運
営
に
つ

い
て

質
問

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
の

入
場
者
数
が
こ
こ
数
年
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
毎
日
オ
ー
プ
ン
で

き
な
い
の
か
。

町
長

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の
人

手
不
足
な
ど
で
月
曜
日
と
火
曜

日
を
休
館
と
し
て
い
る
が
、
来

場
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

や
満
足
度
向
上
を
考
究
し
、
入

込
数
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

佐 藤　忠 志
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
ほ
ろ
の
べ
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

防災備蓄庫

8月の大雨による幌延1号線道路陥没

8月25日 下沼地区の牧草地冠水
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害
廃
棄
物
の
無
料
回
収
と
災
害

見
舞
金
支
給
を
検
討
中
。
制
度

整
備
な
ど
早
急
に
対
応
し
た
い
。

質
問

今
回
の
水
害
を
教
訓
と

し
て
ボ
ッ
ク
ス
の
あ
り
方
を
改

善
す
べ
き
で
は
。

町
長

大
雨
で
も
今
回
の
状
況

に
な
ら
な
い
対
策
を
練
る
。

質
問

普
段
、
幌
延
１
号
線
上

に
散
水
車
を
と
め
て
取
水
し
て

い
る
。
改
修
の
際
に
取
水
場
所

も
考
慮
し
て
は
。

角
山
産
業
建
設
課
長

改
修
の
際
、

考
慮
す
る
。
改
修
中
は
取
水
を

止
め
る
。

質
問

ど
れ
だ
け
の
草
地
が
冠

水
し
た
の
か
。

町
長

１
千
百
１
．９
ha
。

質
問

白
扇
橋
下
の
方
に
バ
イ

パ
ス
工
事
が
で
き
れ
ば
、
オ
ン

ネ
ベ
ツ
川
の
水
が
ス
ム
ー
ズ
に

抜
け
る
と
思
う
。

町
長

参
考
と
す
る
。

質
問

被
災
者
へ
の
お
見
舞
い

を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

早
急
に
条
例
の
整
備
を

し
て
お
見
舞
い
を
し
た
い
。

目
指
し
て
、
努
力
し
た
い
と
再

度
、
認
識
を
新
た
に
し
た
研
修

会
だ
っ
た
。

西
天
北
五
町
衛
生
施
設

組
合
議
会
臨
時
議
会

�

（
8
月
28
日
）

　
第
３
回
西
天
北
五
町
衛
生
施

設
組
合
議
会
が
招
集
さ
れ
、
高

橋
秀
之
議
員
と
深
澤
議
員
が
出

席
。

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入

６
億
４
千
１
万
５
千
５
２
２
円
、

歳
出
５
億
８
千
５
百
47
万
２
千

１
５
５
円
、
差
引
額
１
千
８
百

54
万
３
千
３
６
７
円
の
決
算
報

告
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
認
定

さ
れ
た
。

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
前
年
度
破
損
し
た
下

水
道
汚
泥
を
処
理
す
る
ス
ク
リ

ュ
ー
コ
ン
ベ
ア
の
修
繕
料
と
し

て
１
千
３
百
54
万
３
千
円
増
額
。

議
案
１
号
か
ら
議
案
第
５
号
を

審
議
し
、
可
決
さ
れ
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

議
会
広
報
研
修
会

�

（
８
月
19
日　
札
幌
市
開
催
）

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
道
議
会

広
報
研
修
会
が
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌
で
開
催
さ
れ
、
今
回
は
幌

延
町
議
会
広
報
委
員
全
員
が
参

加
し
た
。

　
講
師
の
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ

ー
芳
野
政
明
氏
に
よ
る
「
議
会

の
『
見
え
る
化
』
＆
住
民
と
の

『
信
頼
築
く
』
議
会
広
報
の
基

本
と
編
集
」
と
題
し
て
講
話
さ

れ
た
。

　
全
道
町
村
議
会
の
広
報
委
員

及
び
事
務
局
５
０
０
人
以
上
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
町

民
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を議会広報研修会の様子

第
５
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
令
和
７
年
９
月
２
日

○
調
査
事
項
（
抜
粋
）

⑴
総
務
企
画
課
所
管

①
屋
外
放
送
設
備
改
修
事
業
に

つ
い
て

　
現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
ア

ナ
ロ
グ
無
線
の
た
め
、
使
用
期

限
が
迫
っ
て
い
る
。
幌
延
地
区

及
び
問
寒
別
地
区
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
『
愛
の
鐘
』

を
放
送
し
て
い
る
設
備
を
改
修

し
、
屋
外
に
対
す
る
緊
急
情
報

を
周
知
で
き
る
よ
う
に
整
備
す

る
。
今
後
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連

携
も
で
き
る
の
で
、
緊
急
情
報

も
屋
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

②
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
に
つ

い
て

　

今
年
度
３
回
開
催
さ
れ
た

『
幌
延
深
地
層
研
究
の
確
認
会

議
』
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
幌
延
町
深
地
層
研
究
計

画
が
三
者
協
定
に
の
っ
と
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

③
幌
延
町
多
世
代
交
流
施
設
整

備
事
業
基
本
計
画
・
基
本
設
計

業
務
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
業

者
選
考
が
行
わ
れ
た
。
今
後
、

創
生
会
議
を
設
置
し
、
町
民
の

意
見
を
聞
く
場
を
設
け
、
令
和

８
年
１
月
の
基
本
計
画
樹
立
を

目
指
し
、
業
務
を
進
め
て
い
く

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

㉄
ト
イ
レ
は
24
時
間
開
放
に
対

応
し
て
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

答
案
を
基
に
町
民
か
ら
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
進
め
て
行
く
。

⑵
産
業
建
設
課
所
管

①
上
幌
延
開
進
地
区
及
び
問
寒

別
地
区
農
業
用
水
道
の
簡
易
水

道
移
行
計
画
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
供
用
開

始
に
向
け
、
幌
延
町
簡
易
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
が

必
要
と
な
り
、
新
た
に
農
業
用

9　… 9　… 12月号   20252025｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜
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第
５
回
幌
延
町
定
例
会
は
９

月
16
日
（
火
）
に
開
会
さ
れ
、

４
名
の
一
般
質
問
の
ほ
か
、
認

定
７
件
、
報
告
２
件
、
同
意
２

件
、
議
案
９
件
、
意
見
書
１
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
17
日

に
閉
会
し
た
。

認
定
第
１
号
～
認
定
第
７
号

　
決
算
特
別
委
員
会
付
託

報
告
第
１
号

定
例
会

第
５
回
幌
延
町
議
会

９
月
16
日

　
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く

幌
延
町
財
政
健
全
化
判
断
比
率

報
告
第
２
号

　
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く

幌
延
町
公
営
企
業
会
計
決
算
資

金
不
足
比
率

同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
き
同
意

伊
藤
一
男
氏
（
任
期
令
和
７
年

10
月
１
日
～
令
和
10
年
９
月
30

日
）

同
意
第
２
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意

澤
谷
敦
美
氏
（
任
期
令
和
７
年

10
月
１
日
～
令
和
11
年
９
月
30

日
）

議
案
第
１
号

　
幌
延
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
２
号
～
第
４
号

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
、
北
海
道
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
、
北

海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

各
規
約
変
更

議
案
第
４
号

　
令
和
７
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

齋
賀
委
員
街
路
灯
修
繕
費
、

令
和
３
年
度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
終

使
用
料
が
設
定
さ
れ
る
。
給
排

水
管
敷
設
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
。

⑶
教
育
委
員
会
所
管

①
幌
延
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
義
務
教
育
学
校
の
開
設
は
予

定
ど
お
り
令
和
10
年
４
月
と
す

る
が
、
現
地
調
査
や
現
場
の
人

員
調
整
な
ど
、
施
工
可
能
日
を

考
慮
す
る
と
、
工
事
完
了
期
間

が
令
和
10
年
８
月
と
な
り
、
新

校
舎
の
供
用
開
始
は
そ
れ
以
降

に
な
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

㉄
交
付
金
は
採
択
さ
れ
る
の
か
。

答
交
付
金
の
申
請
は
し
て
い
る

が
、
継
続
し
て
申
請
し
て
い
く
。

な
お
、
北
海
道
教
育
委
員
会
に

も
お
願
い
し
て
い
る
。

㉄
交
付
金
が
決
定
さ
れ
る
前
に

確
認
申
請
で
き
る
の
か
。

答
北
海
道
知
事
を
通
し
て
文
部

科
学
省
に
要
請
し
て
い
る
。
ま

た
、
補
助
金
の
大
幅
増
を
概
算

要
求
し
て
い
る
。

②
東
ケ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
に

つ
い
て

　
リ
フ
ト
減
速
機
の
検
査
な
ど

を
実
施
し
た
結
果
、
振
動
検
査

の
測
定
結
果
は
、
基
準
値
内
の

数
値
で
異
常
な
く
、
油
脂
分
析

了
し
て
い
る
が
、
何
年
度
に
交

換
し
た
も
の
か
。

梶
総
務
企
画
課
長
補
佐
今
回
５

か
所
、
令
和
３
年
度
に
設
置
し

た
も
の
で
、
ラ
イ
ト
の
照
ら
す

範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
タ
イ

プ
の
も
の
が
破
損
し
た
。
予
備

も
含
め
て
予
算
計
上
し
た
。

齋
賀
委
員
学
校
教
育
費
の
修

繕
料
は
何
か
。

古
草
教
育
次
長
特
別
支
援
の

必
要
な
児
童
に
対
す
る
仮
設
シ

ャ
ワ
ー
の
設
置
と
町
民
プ
ー
ル

の
屋
内
避
難
誘
導
灯
交
換
、
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
浄
化
槽
の
ブ
ロ

ワ
ー
交
換
と
総
合
体
育
館
の
誘

導
灯
27
台
の
交
換
と
し
て
計
上
。

深
澤
委
員
大
雨
に
よ
る
復
旧

事
業
に
つ
い
て
復
旧
場
所
は
。

角
山
産
業
建
設
課
長
幌
延
１
号

線
、
パ
ン
ケ
ウ
ブ
シ
川
の
測
量

調
査
を
予
定
。

齋
賀
委
員
災
害
復
旧
は
現
状

復
旧
か
改
良
復
旧
か
。
国
へ
災

害
復
旧
申
請
を
す
る
の
は
い
つ

か
。

角
山
産
業
建
設
課
長
基
本
現
状

復
旧
と
す
る
が
、
幌
延
１
号
線

と
パ
ン
ケ
ウ
ブ
シ
川
は
現
状
復

旧
以
上
で
考
え
て
い
る
。

議
案
第
７
号

　
令
和
７
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

齋
賀
委
員
出
張
医
の
専
門
は
。

村
上
国
保
診
療
所
事
務
長
出
張

医
の
専
門
は
循
環
器
内
科
。

議
案
第
８
号

　
令
和
７
年
度
幌
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

深
澤
委
員
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
の
内
容
と
委
託
先
は
。

伊
藤
住
民
生
活
課
長
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
は
社
会
連

帯
の
仕
組
み
。
後
期
高
齢
者
医

療
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
す
る
。

委
託
先
は
幌
延
町
の
基
幹
系
シ

ス
テ
ム
を
お
願
い
し
て
い
る
業

者
。

で
は
金
属
片
な
ど
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
オ
イ
ル
の
劣
化
が

著
し
く
、
安
全
面
を
考
慮
し
て

オ
イ
ル
交
換
を
推
奨
す
る
と
あ

っ
た
。
設
備
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
今
後
使
用
す
る
場
合

は
、
減
速
機
と
振
れ
止
め
を
優

先
し
て
更
新
し
た
ほ
う
が
よ
い

と
業
者
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
。

令
和
７
年
度
は
オ
イ
ル
交
換
を

実
施
し
て
リ
フ
ト
を
運
行
す
る

こ
と
と
し
た
が
、
ナ
イ
タ
ー
照

明
電
源
の
絶
縁
不
良
が
指
摘
さ

れ
、
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
日
中

の
み
の
運
行
と
な
る
と
の
報
告

を
受
け
た
。

幌延町国民健康保険診療所
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令
和
６
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

深
澤
委
員
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
事
業
の
謝
礼
の
内
訳
は
。

山
下
地
域
対
策
担
当
課
長
問
寒

別
地
区
の
地
域
活
動
の
拠
点
を

改
修
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
や

設
計
の
謝
礼
。

深
澤
委
員
公
用
車
修
繕
料
の

内
訳
は
。

原
田
総
務
係
長
町
有
バ
ス
の

車
検
と
公
用
車
の
タ
イ
ヤ
交
換
、

ブ
レ
ー
キ
修
繕
な
ど
。

深
澤
委
員
職
員
が
公
用
車
を

運
転
す
る
際
の
安
全
管
理
は
。

野
々
村
町
長
交
通
安
全
に
対

す
る
訓
練
な
ど
の
指
示
や
乗
車

前
に
飲
酒
運
転
検
査
を
実
施
。

深
澤
委
員
交
通
違
反
の
処
置

決算総額 77億4,365万円
一般会計　59億8,350万4千円

　無量谷議員を決算特別委員長に選任し、審査の結果、原案通り認定されました。
　一般会計、特別会計の決算額については、10月号の「ほろのべの窓」でお知らせしておりますので、
質疑応答について掲載します。

令和６年度

は
。

岩
川
副
町
長
職
員
の
懲
戒
処

分
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
処
分
。

罰
金
、
反
則
金
は
自
己
負
担
。

高
橋
秀
之
委
員
自
治
管
理
費

の
修
繕
費
の
内
訳
は
。

山
下
地
域
対
策
担
当
課
長
問
寒

別
町
民
会
館
玄
関
の
段
差
対
応

や
、
横
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
。

ほ
か
、
各
集
会
施
設
の
内
部
修

繕
な
ど
を
実
施
。

高
橋
秀
之
委
員
現
在
バ
イ
オ

マ
ス
は
中
止
し
て
い
る
が
地
域

振
興
管
理
費
の
負
担
金
は
払
わ

な
い
と
な
ら
な
い
の
か
。

梶
総
務
企
画
課
長
補
佐
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
正
会
員

と
し
て
支
出
が
必
要
。

〈
民
生
費
〉

深
澤
委
員
婚
活
支
援
事
業
の

内
容
と
国
の
生
活
応
援
事
業
の

対
象
世
帯
は
。

清
水
社
会
福
祉
係
長
婚
活
支

援
事
業
は
２
回
実
施
。
生
活
応

援
事
業
は
高
齢
者
91
世
帯
、
障

が
い
者
４
世
帯
、
母
子
１
世
帯

に
支
給
。

〈
衛
生
費
〉

深
澤
委
員
旧
サ
ロ
ベ
ツ
清
掃

組
合
の
管
理
費
、
手
数
料
を
支

出
し
て
い
る
理
由
は
。

伊
藤
住
民
生
活
課
長
施
設
の
草

刈
を
年
４
回
実
施
し
て
い
る
。

豊
富
町
か
ら
も
按
分
で
負
担
金

を
頂
い
て
い
る
。

〈
土
木
費
〉

深
澤
委
員
住
宅
費
で
不
用
額

１
７
４
万
円
の
理
由
は
。

角
山
産
業
建
設
課
長
年
度
末
の

突
発
的
な
修
繕
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
て
い
た
た
め
。

〈
教
育
費
〉

齋
賀
委
員
特
別
支
援
教
育
推

進
事
業
は
何
人
分
の
決
算
か
。

椿
総
務
学
校
係
長
幌
延
小
学

校
勤
務
の
支
援
員
４
名
分
。

齋
賀
委
員
幌
延
小
学
校
の
遊

具
新
設
は
小
学
校
総
務
費
に
入

っ
て
い
る
の
か
。

椿
総
務
学
校
係
長
小
学
校
総

務
費
に
含
ま
れ
る
。
滑
り
台
と

ブ
ラ
ン
コ
を
新
設
し
た
。

深
澤
委
員
教
育
振
興
費
の
負

担
金
、
補
助
金
及
び
交
付
金
で

不
用
額
２
１
４
万
円
の
要
因
は
。

椿
総
務
学
校
係
長
児
童
生
徒

学
力
向
上
支
援
事
業
の
補
助
金

予
算
が
主
な
要
因
。

佐
藤
委
員
週
に
３
回
、
１
日

４
時
間
程
度
の
勤
務
内
容
で
子

供
た
ち
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
が
、
支
援
員
は
納

得
し
て
勤
務
し
て
い
る
の
か
。

椿
総
務
学
校
係
長
勤
務
条
件

を
提
示
し
て
公
募
し
て
い
る
の

で
、
納
得
の
上
で
勤
務
し
て
い

る
。
今
後
も
継
続
を
希
望
し
て

い
る
。

高
橋
秀
之
委
員
美
術
館
管
理

費
の
積
立
金
は
何
の
た
め
の
積

立
金
か
。

田
村
教
育
次
長
補
佐
心
象
会

か
ら
心
象
館
の
今
後
の
維
持
管

理
費
用
と
し
て
寄
付
を
頂
い
た
。

〈
歳
入
一
括
〉

深
澤
委
員
固
定
資
産
税
の
滞

納
分
は
回
収
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
対
象
人
数
は
。

喜
多
税
務
住
民
係
長
滞
納
解

消
に
向
け
て
鋭
意
、
徴
収
に
力

を
入
れ
た
い
が
、
徴
収
率
を
見

て
も
一
遍
に
集
ま
る
状
態
で
は

な
い
。
滞
納
者
数
は
個
人
13
名
、

法
人
４
名
。

佐
藤
委
員
固
定
資
産
税
の
滞

納
は
空
家
も
含
ま
れ
る
の
か
。

喜
多
税
務
住
民
係
長
家
屋
と

し
て
認
定
し
て
い
る
限
り
空
家

も
課
税
対
象
に
な
る
。

佐
藤
委
員
固
定
資
産
税
増
収

の
内
訳
は
。

喜
多
税
務
住
民
係
長
令
和
５

年
中
に
追
加
し
た
固
定
資
産
の

土
地
家
屋
償
却
資
産
が
増
加
。

高
橋
秀
明
委
員
電
源
立
地
交

付
金
の
使
途
は
。

令
和
６
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

深
澤
委
員
補
正
予
算
で
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
充
当
さ
れ
た
か
。

渡
邊
総
務
企
画
補
佐 

起
債
を

使
え
な
い
と
か
、
補
助
改
修
事

業
な
ど
。

齋
賀
委
員
企
業
立
地
推
か
。

梶
総
務
企
画
補
佐 

新
規
開
業

１
件
で
あ
る
。

高
橋
秀
之
議
員
ふ
る
さ
と
応

援
推
進
事
業
の
記
念
品
。

梶
総
務
企
画
補
佐 

ふ
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。

野
々
村
町
長
非
常
時
に
持
ち

出
し
用
の
備
品
と

《
民
生
費
》

齋
賀
委
員
冬
の
生
活
応
援
事

業
の
内
訳
は
。

清
水
社
会
福
祉
係
長
高
齢
者
世

町有バス
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梶
総
務
企
画
課
長
補
佐
国
か

ら
の
交
付
金
は
診
療
所
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
園
、
へ
き

地
保
育
所
の
人
件
費
。
道
か
ら

の
交
付
金
は
消
防
幌
延
支
署
の

人
件
費
。

高
橋
秀
明
委
員
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
20
年
経
過

し
た
。
そ
の
間
50
億
を
超
す
お

金
が
あ
る
と
聞
く
が
。

岩
川
副
町
長
人
件
費
に
充
当

し
て
浮
い
た
額
の
半
分
程
度
を

『
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
』や『
公

共
施
設
等
整
備
基
金
』
な
ど
に

積
み
立
て
て
い
る
。
今
後
、
学

校
建
設
、
多
世
代
交
流
施
設
、

下
水
道
や
道
路
な
ど
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
へ
の
利
用
を
考
え
て
い

る
。令

和
6
年
度
決
算
（
総
括
）

齋
賀
委
員
社
会
教
育
費
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
結
果
は
。

田
村
教
育
委
次
長
補
佐
ス
キ
ー

場
の
人
員
確
保
で
募
集
を
予
定

し
て
い
た
が
、
職
員
体
制
が
変

わ
ら
な
い
の
で
見
送
っ
た
。

齋
賀
委
員
決
算
説
明
資
料
に

公
聴
活
動
の
充
実
に
努
め
た
と

あ
る
が
、
情
報
ボ
ッ
ク
ス
も
福

祉
の
手
帳
も
更
新
さ
れ
て
い
な

い
。

梶
総
務
企
画
課
長
補
佐
情
報
ボ

ッ
ク
ス
は
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
少
し
時
間
が
欲
し
い
。

清
水
保
健
福
祉
係
長
福
祉
の
手

帳
は
各
課
か
ら
情
報
収
集
し
て

更
新
作
業
を
進
め
た
い
。

高
橋
秀
之
委
員
こ
ざ
く
ら
荘

支
援
事
業
補
助
金
の
増
額
要
因

は
。

清
水
保
健
福
祉
係
長
外
壁
の
修

繕
に
対
す
る
支
援
と
職
員
の
処

遇
改
善
加
算
が
制
度
改
正
に
よ

り
直
接
職
員
に
還
元
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
人
件
費
が
増
額
し
た
。

高
橋
秀
之
委
員
名
山
台
の
建

物
は
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
建
物
を
ど
う
す
る
の
か
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
閉
鎖
し

て
お
り
、
撤
去
に
向
け
て
経
費

の
算
出
な
ど
、
早
急
に
対
応
し

た
い
。

佐
藤
委
員
生
活
応
援
事
業
の

支
援
者
人
数
は
。

清
水
保
健
福
祉
係
長
予
算
は
１

５
０
世
帯
で
、
実
際
の
申
請
は

96
世
帯
。特

別
会
計

〈
国
民
健
康
保
診
療
所
〉

齋
賀
委
員
現
在
病
床
数
は
19

床
あ
る
が
、
看
護
師
や
医
師
の

人
材
が
不
足
す
る
中
、
現
在
の

病
床
を
維
持
し
な
い
と
な
ら
な

い
の
か
。

　
国
か
ら
は
病
床
削
減
に
対
し

て
補
助
金
な
ど
も
あ
る
の
で
、

再
検
討
す
べ
き
時
期
で
は
な
い

か
。

野
々
村
町
長
病
床
数
は
議
会

や
町
民
と
議
論
を
重
ね
て
設
定

し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
、
救

急
患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
も
考

慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
形

で
運
営
体
制
を
再
構
築
し
た
い
。

診
療
所
長
の
意
見
や
住
民
の
声

も
聞
き
な
が
ら
、
近
い
う
ち
に

議
論
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

佐
藤
委
員
看
護
師
が
不
足
し

て
い
る
状
況
の
中
、
現
在
の
診

療
所
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
夜
勤
体
制
が
ど
の
よ
う
に
運

　
第
６
回
幌
延
町
臨
時
会
は
10

月
10
日
（
金
）
に
開
会
さ
れ
、

議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
同
日
に
閉
会
し
た
。

 

議
案
第
１
号

　
令
和
７
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

８
月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た

道
路
の
復
旧
工
事
及
び
測
量
設

計
費
な
ど
で
４
千
３
８
８
万
４

臨
時
会

第
6
回
幌
延
町
議
会

10
月
10
日

千
円
の
増
額
補
正
。

齋
賀
委
員
工
期
は
い
つ
ま
で

か
。

角
山
産
業
建
設
課
長
３
月
末

ま
で
見
て
い
る
が
、
な
る
べ
く

早
く
完
了
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

植
村
委
員
大
雨
に
よ
る
道
路

の
災
害
箇
所
は
何
か
所
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長
道
路
７

か
所
、
取
付
け
道
路
２
か
所
。

植
村
委
員
除
雪
に
支
障
は
出

な
い
の
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長
除
雪
に

支
障
が
出
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
み
た
い
。

植
村
委
員
激
甚
災
害
の
指
定

は
い
つ
頃
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長
激
甚
災

害
の
指
定
時
期
は
未
定
。

用
さ
れ
、
職
員
の
不
満
が
生
じ

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
の

か
。

村
上
国
保
診
療
所
事
務
長
看
護

師
４
名
が
欠
員
し
て
お
り
、
現

在
は
派
遣
看
護
師
で
対
応
し
て

い
る
。
派
遣
看
護
師
を
含
め
る

と
、
定
員
数
は
確
保
で
き
て
お

り
、
夜
勤
を
含
め
た
通
常
ど
お

り
の
シ
フ
ト
を
組
め
て
い
る
状

況
。
た
だ
し
派
遣
契
約
終
了
後

に
次
の
派
遣
が
確
保
で
き
な
い

場
合
、
在
職
職
員
に
負
担
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
際

は
で
き
る
だ
け
早
期
に
派
遣
先

の
確
保
に
努
め
、
勤
務
体
制
の

安
定
を
図
り
た
い
。

こざくら荘

8月17日 幌延駅前冠水
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行

政

視

察

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

�
令
和
7
年
10
月
10
日

　
９
月
定
例
会
で
佐
藤
議
員
か

ら
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
ト
イ
レ

開
放
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
あ

り
、
議
員
全
員
で
視
察
を
行
っ

た
。

　
角
山
産
業
建
設
課
長
お
よ
び

伊
山
課
長
補
佐
に
よ
る
と
、
休

館
日
は
レ
ス
ト
ラ
ン
側
を
シ
ャ

ッ
タ
ー
で
封
鎖
し
建
物
右
側
通

路
か
ら
出
入
り
す
れ
ば
ト
イ
レ

の
使
用
は
可
能
だ
が
、
課
題
は

冬
期
間
の
屋
根
か
ら
の
雪
庇

（
せ
っ
ぴ
）
で
、
課
題
解
消
に

向
け
検
討
し
た
い
と
の
説
明
を

受
け
た
。

　
そ
の
後
、
ト
ナ
カ
イ
と
花
壇

を
視
察
し
、
最
後
に
試
作
品
の

幌
延
産
ブ
ド
ウ
を
使
用
し
た
羊

羹
（
よ
う
か
ん
）
を
試
食
し
た

が
、
ブ
ド
ウ
の
風
味
が
感
じ
ら

れ
、
な
か
な
か
の
評
判
だ
っ
た
。

今
後
の
特
産
品
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。

議
会
報
発
行
編
集
委
員

委

員

長　

深
澤
博
幸

副
委
員
長　

佐
藤
忠
志

委
員　

無
量
谷
隆

委
員　

高
橋
秀
明

編 

集 

後 

記

　
暦
の
上
で
は
12
月
。
早
い
も

の
で
、
令
和
７
年
が
も
う
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
異
常
気
象
に
よ

り
全
国
各
地
で
記
録
的
な
猛
暑

日
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
線

状
降
水
帯
が
発
生
し
、
大
雨
な

ど
の
水
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

我
が
町
で
も
８
月
17
日
、
20
日
、

26
日
に
大
雨
に
よ
る
浸
水
や
牧

草
地
、
道
路
の
冠
水
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
冬
将
軍
が

や
っ
て
き
て
北
海
道
の
長
い
冬

が
始
ま
り
ま
す
が
降
雪
に
よ
る

雪
害
対
策
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
様
の
声

を
届
け
る
議
会
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議 会 の 動 き
9月2日▶第５回まちづくり常任委員会を開催し、

委員長ほか７委員が出席
9月2日▶第１回情報推進常任委員会を開催し、

委員長ほか７委員が出席
9月16日～ 17日▶第５回幌延町議会定例会が

開催され議員全員出席
9月24日▶幌延中学校で出前授業を実施し、深

澤委員長、佐藤副委員長が出席
10月10日▶第６回幌延町議会臨時会が開催さ

れ議員全員出席
10月10日▶幌延中学校で出前授業を実施し、

全議員出席
10月21日～ 23日▶原子力機構報告会が東京

都で開催され、議員４名が出席

第
20
回
原
子
力
機
構
報
告
会
並
び
に
原
子

力
機
構
設
立
20
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加

�

齋
賀　
弘
孝

　
10
月
22
日
に
、
東
京
で
原
子

力
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造

に
向
け
て
、
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
が
目
指
す
未
来
が
報

告
さ
れ
た
。

　
小
口
正
範
理
事
長
の
基
調
報

告
で
始
ま
り
、
四
つ
の
個
別
報

告
が
あ
っ
た
。
今
回
は
映
像
や

模
型
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く

紹
介
、
報
告
さ
れ
た
。
地
元
幌

延
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
栗
林

千
佳
さ
ん
が
研
究
セ
ン
タ
ー

５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
研
究
所
と

題
し
、
地
下
施
設
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
は
参
加
者
か
ら
好
評
で
、

ま
ず
地
下
で
作
業
す
る
ヘ
ル
メ

ッ
ト
と
作
業
服
で
の
発
表
、
そ

し
て
現
地
幌
延
と
の
生
中
継
も

あ
り
と
、
会
場
か
ら
笑
い
も
あ

り
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
と

い
う
間
の
15
分
だ
っ
た
。

　
現
地
の
中
継
で
は
観
光
牧
場

の
ト
ナ
カ
イ
と
の
ふ
れ
あ
い
も

紹
介
さ
れ
、
大
き
な
歓
声
が
あ

り
、
ト
ナ
カ
イ
、
幌
延
、
研
究

所
と
改
め
て
認
知
さ
れ
た
。
こ

の
報
告
後
、
幌
延
町
の
物
産
販

売
所
で
は
ト
ナ
カ
イ
肉
缶
詰
が

品
切
れ
と
な
る
な
ど
盛
況
で
あ

っ
た
。

原子力機構報告会にて成果展示パネルブースを見学

トナカイ観光牧場を視察

議会を傍聴しませんか！
　議会は町の予算や身近な問題について
話し合う大切な会議の場です。
　皆さんの選んだ議員の活動や町政の方
針などをぜひ直接ご覧ください。
　12月定例会は12月10日に開会します。
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インフォメーション
１２月は“町税等の徴収強化月間”です！

　町では、12月を「町税等徴収強化月間」と定め、町税（道町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税）および使用料（介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、町営住宅料、水道料、下水道料、医療
費）などの徴収強化に取り組みます。

お問い合わせ先

【徴収強化の取り組み】
●納付相談
  町税や使用料などを納期内に納めることが
難しい方の相談を随時受け付けていますの
で、ご相談ください。
●催告と訪問徴収
  納期を過ぎても納付していない方には、文
書、電話による催告、自宅や勤務先へ訪問
します。
●滞納処分などの強化
   町税や使用料などの滞納者で、完納に向
けた納付意思が認められない方、納付誓約
を守らない方などに対し、勤務先への給与
調査、官公署や金融機関への財産調査など
を実施し、差し押さえなどの滞納処分を行
います。

【納付書をご確認ください】
　お手元の納付書などをご確認いただき、まだ納付し
ていない町税や使用料などがありましたら、お早めに
納付ください。
　なお、納付書が見当たらない場合は、役場までお越
しいただくか、電話でお問い合わせください。

【便利で確実な口座振替をご利用ください】
　口座振替は、預金口座から町税や使用料などが各納
期限に合わせて自動的に引落とされますので、日中お
忙しい方や不在がちな方に大変便利です。
  口座振替を希望される方は、預金通帳と通帳使用印を
ご持参のうえ、町内の金融機関でお申し込みください。

納付に関する相談は随時受け付けておりますので、お早めにご相談ください。

   電話 告知端末機
・町税、後期高齢者医療保険料 住民生活課 ５－１１１２ ５－８８１２
・介護保険料 保健福祉課 ５－１１１３ ５－８８１３
・町営住宅料、水道料、下水道料 産業建設課 ５－１１１６ ５－８８１６
・保育料 認定こども園 ５－１２５４ ５－１２５４
・医療費 幌延町国民健康保険診療所 ５－１２２１ ５－１２２１

固定資産税の家屋に係る手続きなどについて
　固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づいて４月から始まる年度分について課税されるため、家屋
の関係で変更があった場合は、課税の基礎となる評価額算定などのため、届出を役場にする必要があります。
１．固定資産税の家屋に係る主な手続きについて
　①家屋を取り壊した場合
　　「家屋滅失届」を住民生活課に提出してください。（後日、担当職員が現地確認を行います。）
　②家屋の名義を変更した場合
　　「家屋名義変更届」を住民生活課に提出してください。
　③家屋を新築・増築した場合
　　新たに固定資産税が課税されます。課税の基礎となる評価額を算出するため、担当職員が伺いますので、
完成後お早目にご連絡ください。
※①、②について登記家屋の場合、滅失登記、所有権移転登記をすることで、家屋滅失届、家屋名義変
更届の提出が不要となります。

２．固定資産の現況確認の実施について
　　地方税法の規定により、毎年１０月から１２月にかけて現況確認を行っています。
３．留意事項
　・１月２日以降に取り壊した家屋については、そのまま課税されますが、翌年度から課税されません。一
方、１月２日以降に新築された場合には、翌年度まで課税されません。

　・住宅を取り壊した場合は、住宅用地の特例が適用されなくなるため、土地に係る固定資産税が高くなる
場合があります。

　不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先：住民生活課 税務住民係　電話：５-１１１２　告知端末機：５-８８１２
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インフォメーション

開催月日 開催場所 初回更新者講
習(2時間)

優良運転者講
習(30分)

一般運転者講
習(1時間)

違反運転者講
習(2時間)

12月2日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
12月6日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
12月13日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ２１」 13：00～
1月13日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
1月14日 (水) 幌延町消防署二階 18：30～
2月3日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
2月7日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
2月14日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ２１」 13：00～
3月3日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～

12～3月の運転免許更新時講習のお知らせ

年末年始の公共機関等休業について（12/30（火）～1/6（火））

機関・施設名 12/30
（火）

12/31
（水）

1/1
（木）

1/2
（金）

1/3
（土）

1/4
（日）

1/5
（月）

1/6
（火）

役　　　　　　場
問寒別出張所
認定こども園

問寒別へき地保育所
農村環境改善センター (保健センター )

国民健康保険診療所 ※１
患者輸送車両

幌延町移住情報PR支援センター　「ホロカル」
幌延町産業・地域振興センター　「ホロカル臨時店舗」

問寒別地域交通車両

休 休 休 休 休 休

町立歯科診療所 ※２ 休 休 休 休 休 休
スクールバス（幌延地区・問寒別地区）

金田心象書道美術館 休 休 休 休 休 休 休

幌延町生涯学習センター
問寒別生涯学習センター

総合体育館
休 休 休 休 休 休 休 休

老人福祉センター 公衆浴場 休 休 休
東ヶ丘スキー場 休 休 休 休

ごみ・し尿収集業務 休 休 休 休 休

※１　休診日でも救急患者の受け入れをします。
※２　12月2６日(金)午後から休業します。

「令和７年度全国学力・学習状況調査北海道版計画報告書」について
　文部科学省が全国の小学６年生および中学３年生を対象として実施しました「令和７年度全国学力
・学習状況調査」の本町の結果について、町のホームページで公表しています。

　https://www.town.horonobe.hokkaido.jp/www 4/section/edu/le009f000001wd 0a.html 

　パソコン等で閲覧できない場合は、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先：教育委員会 総務学校係　電話：5-1117　告知端末機：5-8817
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まちの話題まちの話題

　令和７年１０月２５日（土）
と１０月２６日（日）に、問寒
別生涯学習センターで第５
０回問寒別地区町民文化
祭が開催されました。
　各サークルの作品や活
動写真などの展示以外に
も、体験コーナーや試食コ
ーナーもあり、来場者を飽
きさせませんでした。

　令和７年10月25日（土）
に問寒別へき地保育所で、
11月８日（土）に認定こど
も園で生活発表会が開催
されました。
　軽やかなダンスや、立派
に歌う姿に、子どもの成長
の早さを実感したのでは
ないでしょうか。

第５０回問寒別地区町民文化祭（展示部門）

問寒別へき地保育所生活発表会
認定こども園生活発表会

▶問寒別へき地保育所　ゆうぎ　『ブルブルブルドッグ』

▶認定こども園　はな組　ゆうぎ　『ジャングルぐるぐる』

10月25日（土）
１０月２６日（日）

１０月２５日（土）
１１月８日（土） 

　令和７年１１月７日（金）か
ら生涯学習センターで、１１
月１５日（土）から問寒別小
中学校第２体育館でそれ
ぞれ、少年少女文化祭が
開催されました。
　習字や工作物などが展
示され、大人も息を飲む力
作が多数あり、見ごたえの
ある作品ばかりでした。

11月7日（金）～ 
１１月１５日（土）～ 少年少女文化祭

　令和７年１０月２６日（日）
に、総合体育館で第２１回
町民フットサル大会が開催
されました。
　参加者の華麗な足さば
きや鋭いシュートは、観客
を賑わせていました。

10月26日（日） 第２１回町民フットサル大会

▶手芸体験

▶幌延地区

▶問寒別地区 ▶展示の様子

▶スピード感あふれるドリブル

▶激しい球際の様子
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まちの話題まちの話題

　令和７年１０月２５日（土）
と１０月２６日（日）に、問寒
別生涯学習センターで第５
０回問寒別地区町民文化
祭が開催されました。
　各サークルの作品や活
動写真などの展示以外に
も、体験コーナーや試食コ
ーナーもあり、来場者を飽
きさせませんでした。

　令和７年10月25日（土）
に問寒別へき地保育所で、
11月８日（土）に認定こど
も園で生活発表会が開催
されました。
　軽やかなダンスや、立派
に歌う姿に、子どもの成長
の早さを実感したのでは
ないでしょうか。

第５０回問寒別地区町民文化祭（展示部門）

問寒別へき地保育所生活発表会
認定こども園生活発表会

▶問寒別へき地保育所　ゆうぎ　『ブルブルブルドッグ』

▶認定こども園　はな組　ゆうぎ　『ジャングルぐるぐる』

10月25日（土）
１０月２６日（日）

１０月２５日（土）
１１月８日（土） 

　令和７年１１月７日（金）か
ら生涯学習センターで、１１
月１５日（土）から問寒別小
中学校第２体育館でそれ
ぞれ、少年少女文化祭が
開催されました。
　習字や工作物などが展
示され、大人も息を飲む力
作が多数あり、見ごたえの
ある作品ばかりでした。

11月7日（金）～ 
１１月１５日（土）～ 少年少女文化祭

　令和７年１０月２６日（日）
に、総合体育館で第２１回
町民フットサル大会が開催
されました。
　参加者の華麗な足さば
きや鋭いシュートは、観客
を賑わせていました。

10月26日（日） 第２１回町民フットサル大会

▶手芸体験

▶幌延地区

▶問寒別地区 ▶展示の様子

▶スピード感あふれるドリブル

▶激しい球際の様子
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ね ん き ん 通 信

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：０１６２-３3-7011
　　　　　　　：住民生活課 税務住民係　電話：5-1112　告知端末機：5-8812

あなたの年金に簡単便利な「ねんきんネット」をご活用ください
　スマートフォンやパソコンから、ご自身の年金情報を手軽に確認できる「ねんきんネット」という
サービスがあります。

～「ねんきんネット」ではこんなことができます～
（ねんきんネットはこちらから→https://www.nenkin.go.jp/n_net）

ご自身の年金記録の確認
①月別の年金記録　月別にどの年金制度に加入していたかを一目で確認
②国民年金の加入記録　国民年金の加入月数、各月の納付状況、免除制度　など
③厚生年金保険の加入記録　厚生年金の加入月数、標準報酬月額・標準賞与額　など

将来の年金見込額の試算
①かんたん試算　現在の加入条件が60歳まで継続したと仮定した場合の年金見込額を自動表示
②詳細な条件で試算　今後の働き方や、年金の受給開始年齢等の条件を自分で設定して試算

「ねんきん定期便」や各種通知書の確認
●電子版「ねんきん定期便」　●公的年金等の源泉徴収票
●年金振込通知書　　　　　　●年金支払通知書
●年金決定通知書・支給額変更通知書
●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

ほかにもさまざまな便利な機能があります！
♦日本年金機構に提出する一部の届書を簡単に作成・印刷できます。
♦持ち主不明の年金記録の検索ができます。

～「マイナポータル」と「ねんきんネット」を連携してさらに便利に！～
（マイナポータルはこちらから→https://myna.go.jp）
●扶養親族等申告書の提出がスマートフォンなどでできるようになりました！
●電子送付の希望登録で確定申告に必要な控除証明書などが電子データで受け取れます！
　※希望登録の方法は広報誌１１月号のねんきん通信に掲載しています。
●その他オンラインでできるお手続き
　・国民年金第１号被保険者加入の届出（退職後の厚生年金からの変更等）
　・国民年金保険料の免除・納付猶予の申請
　・国民年金保険料の学生納付特例

＜環境にもやさしい電子版「ねんきん定期便」をご利用ください＞
紙の「ねんきん定期便」より１か月程度早く確認でき、環境にもやさしいペーパーレス化推進に
つながります。
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ね ん き ん 通 信
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町民くらしのカレンダー1２月
期日 行　　　　事 時　間 場　　所

１ 月 すきっぷくらぶ 10：00～11：00 子育て支援センター

２ 火

３ 水 まちいちカフェ
心療内科・精神科

9：45～ 保健センター
国保診療所

４ 木 はつらつ教室 9：30～ 保健センター

５ 金 わくわくひろば
問寒別出張診療

10：30～11：30 子育て支援センター
問寒別国保診療所

６ 土

７ 日 町内会対抗バレーボール大会 9：30～ 総合体育館

８ 月 出張ひろば 10：30～11：30 問寒別へき地保育所

９ 火

10 水

11 木

12 金 すまいるママ 11：00～ 保健センター

13 土

14 日

15 月 なかよし保育 10：00～11：00 子育て支援センター

16 火 おてがるクッキング 10：30～ 保健センター

期日 行　　　　事 時　間 場　　所

17 水 心療内科・精神科 国保診療所

18 木 はつらつ教室
すくすく健診

9：30
13：00～

保健センター
保健センター

19 金 まちいちカフェ
わくわくひろば

9：45～
10：30～11：30

保健センター
子育て支援センター

20 土 トナカイホワイトフェスタ 11：00～15：00 トナカイ観光牧場

21 日 東ヶ丘スキー場オープン
（予定）

22 月 すきっぷくらぶ 10：00～11：00 子育て支援センター

23 火

24 水 親子サロン 10：30～11：30 子育て支援センター

25 木 各小中学校終業式
（12/26～1/19冬休み）

26 金 図書企画展（2/1まで） 幌延町生涯学習センター

27 土

28 日

29 月

30 火 御用納め

31 水

※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随
時ご確認ください。
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この広報誌は、読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

■企画・編集／総務企画課 企画振興係　■印刷／株式会社須田製版
■幌延町ホームページアドレス／ https://www.town.horonobe.lg.jp

総務企画課 企画振興係
電話 ５―１１１４／告知端末機 ５―８８１４

広報へのご意見、ご要望をお寄せください 広報ほろのべの窓 １２月号 令和７年１２月
発行／幌延町

この広報誌は、資源保護のため再生紙を利用しています。

■
今
月
号
も
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

月
号
の
裏
窓
で
身
体
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
と
言
い
な
が
ら
風
邪
を
引
い
た

菅
原
で
す
。
年
々
風
邪
の
治
り
が
遅
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

■
先
月
号
よ
り
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、

広
報
誌
の
記
事
で
使
用
す
る
写
真
の
選

定
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
撮
影
者
で
あ

る
私
が
カ
メ
ラ
に
不
慣
れ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
な
か
な
か
「
こ
れ
だ
！
」
と
い

う
写
真
が
撮
れ
ず
、
記
事
・
写
真
と
も

に
広
報
誌
製
作
の
難
し
さ
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

■
こ
の
広
報
誌
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
頃
に
は
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
ヶ

月
を
切
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょっ
と
早
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
良
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　皆さま、こんにちは。地域おこし協力隊の小林です。11月3日に開催された「といか
ん・ふるさと同窓会 in 東京」に参加させていただきました。
　前半の同窓会には41名の方々がご参加くださり、うち半数がといかん出身または居住
経験者、残り半数が「といかんラブ」の皆さまでした。出身者や居住経験者の方々は旧
交を温めたり、まさに同窓会のような雰囲気で世代を超えた交流が広がり、大変盛況で
した。会の間は「ミナといかん」事務所とオンライン
で中継を行い、現在のといかんについての質問ややり

取りもあり、終始ほのぼのとした温かい雰囲気に包まれていました。特に
印象的だったのは、「といかんラブ」の皆さまの多さと、その深い愛情です。
といかんを心から応援してくださる方々との交流は、私自身にとっても非
常に楽しく、心温まるひとときとなりました。
　後半の懇親会には、私と役場関係者を含めて24名が参加され、出身・居
住経験者が6名、「といかんラブ」の方が16名と、こちらも多くの方々に
ご参加いただきました。懇親会では、出身者とラブ枠の皆さまとの交流が
さらに盛り上がりを見せ、笑顔の絶えない時間となりました。
　この「といかん・ふるさと同窓会 in 東京」の趣旨は、関係人口を増やし、
都会と田舎の相互交流を通じて、といかんを元気にしていくことです。
　今回いただいた貴重なご意見を参考に、今後も第2回、第3回と継続し
て開催していけたらと考えております。また、東京以外でも問寒別ゆかり
の方が多い地域での開催も検討していきたいと思います。その際は皆さん
も現地とのオンライン中継に是非参加していただけると嬉しいです。
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▲懇親会の様子

▲同窓会の様子


